
















山形県中小企業家同友会 委員会だより 

 

 

 

 

 

【社員共育委員会】 
 
「社員の教養について考える」 
 

社員共育委員会では毎月第 3 水曜日に委員会を事務局にて開催しています。 

その中で「学習会」という時間をとり、決められた報告者が問題提起をし、討論しています。 

先月は K 常務から、「社員の教養」について問題提起をして頂きました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

企業においての個人の能力向上（知識・技術・態度）についてはある程度の仕組みを運用し、個人又は組

織の成長を図ってきたがめまぐるしく変貌していく時代の中、社員は自らを守り、家族を守り意図した人

生を送る事が出来るのだろうかと疑問に思っている。 

 

少子高齢化の中でどう生きていくのか？ 

人口減少、過疎地域でどう生きていくのか？ 

定年後はどう生きていくのか？ 

年金問題をどう認識しているのか？ 

生活の安定と向上をどう図るのか？ 

心穏やかに生活する為にはどうすればいいのか？ 

幸せとは何か・どうやって手に入れるのか？ 

 

最近では北朝鮮問題、選挙、デフレなどが話題だが、話題のニュースについてどれだけ関心があり、認識

して自分の生活・人生に反映しているのだろうか。 

 

「人を生かす経営」に取り組むなかで社員は（自分も含めてだが）「生きる術」を持っているのだろうか。 

たくましく生きていく力が備わっているのだろうか。 

企業でどこまで教える事が出来るのだろうか？ 

そもそも企業で教える事はできるのだろうか？ 

自分の人生を自分らしく生きていく為にも「教養」が必要ではないかと感じる。 

という問題提起がなされました。 

討論では「実際、夢も無く自分の人生にさえ無関心な社員もいる」「欲が無く目標も立てられない為に行動

に移せないでいる」「普段、新聞も読まない・・・」などの現状が出され、「社員への危機感（危機的な情

報の提供）が有る程度必要ではないか」「政治や情勢の話を経営側から話しかける必要があるのではないか」

「お昼休みの会話で意識して社会情勢の話をする必要があるのではないか」など討論になりました。 

中には「積み立てし、旅行に行き芸術や文化に触れさせている」という企業も有り、意識して社員の教養

を上げる取組みに興味深く聞き入りました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

こんな学習会をしています。自社の経営課題をお持ちになってゲスト参加してみませんか？ 

 

【次回社員共育委員会】 

■日 時：１１月１５日（水）１７：３０～２０：００ 

■会 場：山形同友会事務局（山形市南館3-26-26 スタジオ・アヴァン102 電話 023-645-5500） 

※同友会事務局に電話１本でＯＫ！ゲスト参加お待ちしております。 
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